
 皆様、本日はお忙しい中、ご参加いただき、誠にありがとうございます。常務の松下でござい
ます。

 私からは、「宮崎におけるまちづくりとMaaS」というテーマでお話しさせていただきます。



 はじめに、宮崎の位置についてご説明いたします。

 宮崎県は九州の南部に位置し、人口約108万人、宮崎市の人口は約40万人です。大分市、長崎
市と同程度の人口規模です。ちなみに、福岡市の人口は約154万人です。



 次に、宮崎の状況についてご説明いたします。



 開発前の宮崎駅周辺の状況です。

 正面に見えております3階建てのやや小さな、若干くすんだ建物が当社が有しておりました既
存の建物です。その横に宮崎交通さまが用地をお持ちでした。駅ビル開発には当社の用地だ
けでは小さなスペースでした。

 以前の駅前広場は、木が多く、またタクシープールでは非常に多くのタクシーが往来してお
り、お客さまから「利用しにくい」といったご意見もいただいておりました。



 宮崎は、郊外のイオンモール宮崎さまの一強という状況でした。

 イオンモール宮崎さまは敷地面積が20万平米、店舗数250店舗、駐車場4,300台で、九州最大
級のイオンモールさまが郊外に位置している商環境でした。

 中心市街地は宮崎駅から約800mの距離であり、近年は映画館もなくなり、寂しくなったと
いった声も聞かれておりました。



 当社は宮崎におけるまちづくりの方針として、「まちの真ん中ににぎわいを」を掲げ、取り組
むこととしました。



 JR九州グループは「住みたい、働きたい、訪れたい」まちづくりを行うことを方針として掲げ
ています。

 この方針に則り、宮崎まちの真ん中ににぎわいをつくっていくこととし、駅ビルを核とした面
的複合開発を行っていくことを宮崎のまちづくりの方針としました。



 南北に線路がありますが、その左側に「うみ館」「やま館」という商業施設をつくることを計
画しました。

 既存ホテルの周辺に駐車場を配置し、あわせて高架下の商業施設のリニューアルを実施するこ
とも計画しました。



 次に、宮崎のまちづくりの特徴につきまして、ご説明いたします。



 宮崎のまちづくりの特徴は3つあります。

 1点目は、「地元企業との共同での駅ビル事業」です。今回、駅ビルをつくるにあたって、初
めて地元企業と共同で事業に取り組むということにいたしました。

 2点目は、「行政と一体となった基盤づくり」です。行政に駅前広場の整備や道路の整備を
行っていただきました。

 3点目は、「高架下商業施設等のリニューアル」です。

 この3つの柱で、まちづくりを行いました。



 2018年10月、地元企業と共同開発を発表した際の写真です。

 当社社長の青柳、宮崎交通の菊池社長、宮崎県の河野知事、宮崎市の原田副市長、地元商工会
議所の米良会頭です。当社、地元、行政で一体となって開発を進めました。



 宮崎のまちづくりのスキームです。

 駅ビル開発を初の共同事業で行うことで、敷地も十分確保できたことに加え、公共交通のアク
セス強化も実現することができました。

 また、行政と共同でのまちづくりとして、宮崎県と連携して駅前広場の整備を行った他、宮崎
市にはグリーンスローモビリティの導入を行っていただきました。

 当社、地元、行政が三位一体となった、当社ならではのまちづくりだと考えております。



 共同事業ならではの取り組みとして、宮崎交通さまには、次のような取り組みを行っていただ
きました。

 平日・土日に宮崎駅に停車するバスの本数の増加といった路線の見直しや、バスの行先表示に
「アミュ」の表示、テナントのラッピングバスの運行などです。

 こうした取り組みにより、開業に向けた気運を盛り上げてまいりました。



 宮崎県には、駅前広場の再整備を行っていただきました。

 木が多く、見通しの悪かった駅前広場でしたが、開放的で、爽やかな、情報発信と集客の基盤
となる場所をつくっていただいたと考えております。



 宮崎市には、グリーンスローモビリティ「ぐるっぴー」を駅ビルの開業日に合わせて運行して
いただきました。



 宮崎におけるまちづくりの核は、駅ビル「アミュプラザ みやざき」です。



 アミュプラザの開業は宮崎が6番目となります。最初の開業は小倉で、続いて長崎、鹿児島、
博多、大分の順番で開業してまいりました。

 なお、2021年4月には熊本においてもアミュプラザを開業する予定です。



 アミュプラザの特徴は3つあります。

 1点目は、「お客様のニーズに合ったテナント展開をしていく」というものです。ニーズに応
じて入れ替えも含めた変化をさせていきます。

 2点目は、「地域の特性を生かして、地域の誇りとなるような施設をつくっていく」というも
のです。九州のどこでも同じではなく、その土地の様々なストーリーを活かしながら、また、
地域の観光資源も活かしながら、地域の誇りとなるような施設をつくっていきます。

 3点目は、「広場での賑わいづくりと情報発信」です。今回、宮崎県に整備をしていただきま
したが、賑わいづくりと情報発信をこまめに、手間をかけてやっていくことによって「わざわ
ざ行きたくなるような場所をつくる」取り組みを進めていくというものです。

 列車にご乗車されるお客さまだけでなく、駅に用事がなくともわざわざ駅ビルにお越しいただ
けるような、そのような場所をつくることがアミュプラザの特徴であると考えております。



 こちらは開発後の宮崎駅ビルの光景です。

 JR宮交ツインビル「うみ館」「やま館」の開業、高架下の商業施設「ひむかきらめき市場」の
リニューアルにより、駅前の光景は一新したと考えております。



 出店店舗数は「うみ館」「やま館」で63店舗、「ひむかきらめき市場」34店舗、あわせて97
店舗です。

 「うみ館」の7階から10階まではオフィスフロアとしました。



 「ハレの日」需要で多くのお客さまにご利用いただけるようなテナント構成としました。例え
ば、東急ハンズさま、ビームスさまといったテナントにご出店いただきました。

 また、紀伊国屋書店さまといった文化の発信を行えるテナントも誘致した他、シネマコンプ
レックスであるワンダーアティックシネマさまを誘致しました。近年は映画館が宮崎のまちか
らなくなったという声もありましたが、これでマチナカに映画館が戻ってきたことになります。

 これまでアミュブランドとして培ってきたものを最大限活用した結果、コロナ禍の中ではある
ものの、97店舗のテナントにご出店いただけることとなりました。



 もちろん、「ハレの日」だけでなく、日常的にご利用いただけるようなテナントにもご出店し
ていただきました。スーパーマーケット、ベーカリー、ファーストフード、ドラッグストアな
ど、「気軽に」「高頻度に」何度も来ていただけるテナント構成となりました。

 このように開業に向けて、駅ビルグループ総力を挙げてリーシングを行ってまいりました。



 地域の誇りとなる施設になるよう、駅ビルの屋上には「アミュそら」という屋上広場をつくり、
6階・7階部分にはくつろいでいただけるような「アミュにわ」という庭をつくりました。



 こちらは「アミュそら」です。うみ館に屋上デッキを設置し、宮崎の豊かな山や海、マチナカ
を一望することができる場所です。

 「アミュそら」には、宮崎交通さまと当社で交通神社をつくりました。宮崎神宮さまに分祀を
いただいており、交通神社の参道の役割を担っています。

 開業以来、お客さまが「アミュそら」に登り、1番高いところまで行って自分の家の場所を探
すといった光景が多く見られています。多くの方に愛される場所になるという手応えを感じて
います。



 こちらは「アミュにわ」です。気軽に集まって、自由に過ごすことができ、水や緑もあるくつ
ろぎの庭としてつくりました。

 お客さまが休憩したり、屋上まで上がったり、お孫さんと一緒に上まで登っていくといった光
景も多く見られます。

 地域の誇りとなるような施設ができたと考えております。



 10月14日に先行開業した「ひむかきらめき市場」です。お土産物店、飲食店、家で持ち帰って
お楽しみいただけるようなスイーツ店、ファーストフード店などにご出店いただきました。

 当初想定を上回る多くの方にご来場いただいております。



 グランドオープン当日の光景です。多くの方にお越しいただきました。開業をお待ちいただく
といったありがたい光景も見ることができました。

 永きに亘って皆様に愛される施設になるという手応えを感じた瞬間でした。



 グランドオープン当日の夜には、クリスマスイルミネーションを点灯し、広場で賑わいをつく
るイベントを行いました。

 多くの方にお集まりいただけるような基盤ができたと考えております。



 我々は、これまで地域の皆様と一緒になって駅ビルづくりを進めてまいりました。

 宮崎ではより一層その側面を強くし、どのような駅ビルにすべきか、地域の皆さまと考えなが
ら一緒に取り組んでまいりました。



 開業販促スローガンを「つくろう。MY AMU」と掲げ、お客さま参加型の双方向プロモーショ
ンを進めてまいりました。

 写真は地元の皆さまです。下段の中央の写真は、宮崎山形屋社長と駅ビル会社社長の写真です。
その右側には中心市街地のリーダーである理事長さまにもご出演いただき、中心市街地と我々
が一緒になってまちづくりを進めていくことを示しております。



 駅前イベントで賑わいを繋げるため、開業後はこのようなコンサートなどのイベントも開催し
ております。



 駅前商店街は、駅ビルの目の前にあります。従来の商店街は、空き区画が若干ありましたが、
駅ビル開業を契機として、若い経営者の店舗や新たな店舗が大幅に増加しております。

 我々の施設だけでなく、地元の商店街も賑わう光景が生まれています。



 駅ビルの開業に合わせて、商店街主催でイベントも開催していただきました。

 駅ビルと中心市街地との共存共栄が図られていると考えております。



 宮崎山形屋さまの懸垂幕の写真です。「アミュプラザ宮崎さん 開業おめでとう」とエールを
送っていただき、大きな勇気をもらいました。

 良き仲間であり、良きライバルでもある宮崎山形屋さまと共に競いながら、今後もまちづくり
行っていく考えです。



 次に、宮崎におけるMaaSの実証実験について、ご説明いたします。



 宮崎の駅ビル開業にあわせて、MaaS実証実験を開始しました。新時代の地域経済活性化策と
して、期待しております。



 宮崎におけるMaaS実証実験を2020年11月から2021年の3月まで行う予定です。

 宮崎交通さまと当社を中心に、官民一体となって、観光施設、駅ビル、まちなかで取り組みを
推進していきます。

 トヨタ自動車さまが開発運用された「my route」というMaaSアプリを利用します。経路探索
からチケットの予約、購入、利用をスマートフォンでワンストップで行うことが可能になりま
す。



 こちらは実証実験の開始時の光景と「my route」の宣伝広告の写真です。



 MaaSを活用した地域活性化のイメージです。

 少子高齢化、人口減少、労働力不足などによる公共交通の苦戦が予想される中で、新型コロナ
ウイルス感染症の脅威が加わりました。

 MaaSを活用し、移動需要を創出し、持続可能な公共交通ネットワークづくりを進めていくこ
とで、MaaSが宮崎の新しい地域インフラになればと考えております。



 まちづくりはスタートしたばかりです。まちづくりとは、つくって終わりではありません。
我々は地域の皆様と共にスクラムを組んで成長し、共に元気になっていく、そのようなまちづ
くりを進めていきたいと考えております。

 ご清聴ありがとうございました。




